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 教育現場において活用されている、副教材をはじ

めとする学用品について、年度初めの準備の負担軽

減やＳＤＧｓの観点から見直しが必要と考えます。 

（１）学校で使用する副教材の多くは、その教科で

の学習が終了すると、まだ使用できる状態であ

るにも関わらず、教材として活用を終えるケー

スが見られます。 

副教材を学校の備品としてリユースすること

で、家庭での準備等における負担軽減や省資源

化につながり、多くの無駄が省けると考えます

が、備品化について見解を伺います。 

（２）社会的取組としてプラスチック製品の削減や

リサイクルが課題とされています。 

学校で使用する学用品にも多くのプラスチッ

ク製品が使用されており、他自治体では不要と

なった学用品を持ち寄って、必要とする児童生

徒が再利用する取組を行うところもあるようで

す。本町小中学校でも見習うべきと考えますが

見解を伺います。 

（質問の相手：教育長、担当課長） 

１ 副教材の備品化推進

による家庭や環境への

負担軽減について 
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２ 住まいの防犯対策に

ついて 

 

 

 

 

 

警察官や役所職員をかたる電話や訪問による特殊

詐欺が全国的に頻発しています。高齢者から高額な

工事費をだまし取る、自宅に押し入るといった悪質

な被害状況を聞くにつれ、防犯対策の必要性を痛感

しています。本町でも被害に遭わないよう対策を進

める必要があると捉え、以下について伺います。 

（１）防犯意識向上や被害防止のため、犯行手口に

関する情報を、特に高齢者などに周知する必要

性が高いと考えますが、本町で行っている防犯

対策や検討状況について伺います。 

（２）センサーライトや防犯カメラ、録画機能付き

ドアホンは防犯上、高い効果が期待できます。

防犯対策推進を図るため一部補助を行い、防犯

対策機能の高い町づくりを推進することについ

て、見解を伺います。 

（３）住宅に限らず商業施設内や登下校時の安全、

誰もが安心して過ごせる町をつくるため、防犯

カメラ設置の増設等、今後の防犯対策に対する

取組を伺います。 

（質問の相手：町長、担当課長） 


